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(1) 動機： 一般ドキュメント（TEXT, HTML，EXCEL, EAMIL, WORD, PDF）には，多くの位置情報，たとえば住所や地名が記載されている．これらの位置情報は人間にとって可読性・伝達性が高い．従来のGISでは，緯度経度のような座標値といった，機械に扱いやすい位置情報を主対象としてきた．その結果，多くの位置情報を含む一般ドキュメントは，GISの対象の中には入っていなかった．

(2) アプローチ： 座標のように機械に向く位置情報を直接位置参照情報，一方，住所や地名のように，人間にやさしい位置情報を間接位置参照情報と呼ぶ．間接位置参照情報を直接位置参照情報へ変換する処理をジオコーディングと呼ぶ．本研究では，ジオコーディングにより，一般ドキュメントをパソコン上で簡単に地図と連携させて扱える枠組みとして「空間ドキュメント管理システム」を提案・実現した．従来，専門家のツールであったGISと違い，これを用いることにより日常的に利用しているドキュメントを空間的に管理できる．

(3) 意義： サーチエンジン出現の前は，情報検索の対象は十分に構造化されたデータだけであったが，現在では情報検索の対象は一般ドキュメントである．同様に，現在のGISは構造化された空間データだけを対象としているが，提案システムでは，十分に構造化してないドキュメントを対象とする．
(4) 特徴：
· 一般ドキュメントをPOI（Point of Interest）に変換する．ドキュメントから住所抽出を行い，アドレスマッチングにより，緯度経度に変換してPOIを生成する．ドラック＆ドロップ操作で上記の処理を実行可能．

· ドキュメントを単位にしたレイヤ管理．

· テキスト検索と空間検索の組み合せ利用．

· 全国のアドレスマッチング（街区レベル）と全国の25,000分の1の背景図を提供する．

· POIをshapeとG-XML 2.0の形式で出力可能．
(5) その他：
· 無料で一般公開する予定．現在，データ利用の許可のために準備中．

· 本研究は，厚生労働科学研究費補助金（健康科学総合研究事業）「地理及び社会状況を加味した地域分析方法の開発に関する研究」（代表：浅見泰司）の支援を受けている．
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図１： 空間ドキュメント管理システムの画面の例

あるテキストファイルの中に住所のテーブルが含まれていた場合，そのテキストファイルを空間ドキュメント管理システムにドラック＆ドロップするだけで，含まれる住所記述を地図上の点として抽出し，表示できる．図では，住所がマッチングできたレベルにより，点の色を違えて表示している．



















































































































